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本気で課題に挑む人たちと事業を通して社会に
ポジティブなアップデートを仕掛けていくこと
Create radical products and businesses with
people who actually care about what they do.

誰もが価値創造に
夢中になれる世界
Create a world where everyone has the freedom 
to make awesome things that matter.

Our Vision

Our Mission

“＊(Asterisk)”は、多くのプログラミング言語で掛け算を表す記号です。

スタートアップや大企業の垣根を超え、価値創造に最適なチームを編成し、本気で社会課題に挑

むヒト・モノ・コトとのコラボレーションを通じて、様々な産業のデジタライゼーションを促進すること

で、社会にポジティブなアップデートを仕掛けていきます。

社名に含まれる“Sun”はまさに「太陽」。地球上のすべての生命を育むインフラです。革新的なサー

ビスや、新しいイノベーターの「種」を、私たちの光で照らし、それらを育む最強のインフラになること

を目指しています。

Sun*が価値創造をするためのインフラとなることで、全人類が生まれた時から持っているクリエイ

ティブへの情熱を呼び起こし「誰もが価値創造に夢中になれる世界」を実現させます。

MAKE
AWESOME
THINGS
THAT 
MATTER
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会社概要

社名
株式会社Sun Asterisk

英語社名 Sun* Inc.

設⽴⽇ 2013年3⽉1⽇

従業員数 約 2,080名
グループ全体

関連会社

Sun Asterisk ：   370+  
Sun Asterisk Vietnam：1,425+

Sun Asterisk Software Development：50+
Sun terras：   95+

NEWh：   20+
Trys：   110+
2024年4⽉末時点

本社所在地 東京都千代⽥区⼤⼿町

事業内容
デジタル‧クリエイティブスタジオ事業

4ヶ国6都市に拠点※

資本⾦等 33億9,419万円 
 資本準備⾦含む

売上 125.1億円
2023年12⽉期実績

※⽇本（東京）ベトナム（ハノイ、ダナン、ホーチミン）＋ パートナー拠点  フィリピン（セブ）、カンボジア（プノンペン）
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あらゆる事業の、あらゆるフェーズを伴⾛するチーム

Business Ideation

あらゆる事業創造を0から100のフェーズまで伴⾛しながら⽀援します。
刻々と変わる事業の状況に対してBusiness, Tech, Creativeのエキスパートで最適なチームを組み、
事業のフェーズにあわせて柔軟な体制で価値創造をサポートします。

事業フェーズ Ideation Incubation Acceleration Growth

1

1000 0.1

0からの事業創造 事業アイデアを育てる アイデアをカタチにする 事業を1から100まで育てる

Business

Tech

Creative

アイディエーション
プログラム

Growth Team
Support

Service Design MVP Development
1st Product

Development

デジタルプロダクト
開発チーム⽀援

Business Growth
Support

ビジネスデザイン

フィジビリティスタディ

コンセプトデザイン

事業推進⽀援

R&Dプログラム
MVP開発⽀援

プロトタイプ
デザインスプリント

ビジネス‧リデザイン

グロース開発⽀援
インフラ導⼊⽀援

UXリデザイン

CTOｓ

xseeds Hub 

DX⼈材育成プログラム

採⽤⽀援‧RPO

Sun*では⾃⽴⾃⾛しながら事業
推進するチームを育てるための⽀

援も⾏っています。

PMO⽀援

UIUX⽀援
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業界‧市場規模‧顧客ニーズ‧競合
‧⾃社ケイパビリティを調査‧分
析、ビジネスチャンスの⼤きい市場
や顧客のあたりをつける

顧客の課題（ペイン）は何か？
それは本当に課題か？を検証し、
ターゲットと解決すべき課題を明⽂化

課題を解決する⽅法（ソリューショ
ン）は何か？それは本当に課題解決に
つながるかを検証

解決策をプロダクトとして具現化し、
ユーザーフィードバックを得ながら市場
性（登録‧利⽤‧購⼊の可能性）を検証

About Sun*
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事業開発
ステップ

ステップ
ごとのゴール

⼀般的な事業開発のプロセス
⼀連のプロセスに並⾛し、リリース後も事業成⻑を継続的に⽀援するのがSun*のスタジオモデルです。

マーケティング‧顧客開発（セール
ス）を展開、ユーザーのフィード
バックを得ながら、継続的にプロダ
クトを改善

実現したい未来と情熱があるテーマ

● メガトレンド分析
○ ⼈⼝/技術/スタートアップ
○ イシューマップ

● シナリオプランニング
○ 未来年表
○ 未来シナリオ

● ビジョンワークショップ
○ ビションシート

● レゴシリアスプレイ

魅⼒的な事業仮説（受容度‧規模）

● コンセプト開発
○ 提供価値/⼿段/収益モデル
○ プロトタイプ

● コンセプト受容度調査
○ デプスインタビュー
○ エキスパートレビュー
○ 定量調査

● ビジネスモデル開発
○ Business Model Canvas/VDS
○ バリューチェーン

● UXデザイン
○ ストーリーボード
○ カスタマージャーニーマップ

魅⼒的で実現可能な事業計画

● ⾼回転な仮説検証
○ UI/UXデザイン
○ 静的モックアップ
○ 技術実現性モックアップ
○ ワーキングモックアップ
○ 社内/外部パートナー交渉

● 事業計画書
○ 収⽀計画
○ 成⻑戦略
○ KPIツリー
○ ストーリー
○ ビジネスモデル更新

事業の成⽴=カスタマーサクセス

● MVP開発
○ ブランド開発
○ プロダクト開発
○ システム開発
○ パートナー契約

● MVP検証
○ ユーザーインタビュー
○ ⾏動ログ分析
○ UI/UX改善

● 顧客獲得計画
○ マーケティング設計
○ セールス設計

初期グロース

● 改善PDCA
○ ユーザーインタビュー
○ ⾏動ログ分析
○ UI/UX改善

● 顧客獲得実⾏
○ 広告/コンテンツ/検索対策
○ メディア/PR発信
○ キャンペーン/リファラル
○ 各種商談

● 組織設計
○ ⼈材定義
○ カルチャー⾔語化
○ 組織構造

Sun*の
ソリューション

実施タスクの
⼀例

サービスデザイン
MVP開発 開発実装

プロトタイピング マーケティング⽀援UI/UXデザイン

戦略策定 事業開発‧プロダクト開発 ビジネスグロース

顧客課題の理解
Customer 

Problem Fit顧客分析･ニーズ探索

業界構造分析 解決策の検証
Problem

Solution Fit

プロトタイプ検証
Visual 

Prototyping

受容性の検証
Product

Market Fit

実装とリリース
Development 

& Release 保守‧機能拡張

マーケティング
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Business, Creative, Technology 3つの視点によるクライアントとの事業共創
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共創 

有用性 
視点  

実現可能性  
視点  

持続可能性  
視点  

デザイン思考

AI

リーンスタートアップ

Blockchain

アジャイル DevOps

ユーザー中⼼設計

NFT

CI/CD

ビジネスコンサルタント

UI/UX デザイナー

CTO

事業開発ディレクター

プロジェクトマネージャー

UIプランナー

ビジネスデザイナー

フルスタックエンジニア

アートディレクター

⼿法‧ノウハウ

プロフェッショナル

多様なバックグラウンドを持つプロフェッショナルが多数在籍

豊富な実績から蓄積された事業創造に必要な⼿法‧ノウハウ

事業開発におけるSun*のアプローチ
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Creative視点視点が⾜りない
ターゲットユーザー像や提供価値、体験設計が曖昧

顧客理解と価値の具体化アプローチ
 必要なこと 

BTCの⾜りない要素を重点的に⽀援
事業開発におけるSun*のアプローチ

7

新規事業開発において、
BTCのバランスが取れていることが理想

Business視点での⽀援内容を本資料でご紹介

Business視点が⾜りない

事業戦略構築アプローチ
 必要なこと 

具体的な顧客と提供価値は⾒えているが、その市場性∕
競合優位性が⾒えておらず、戦略が曖昧

Technology視点が⾜りない

技術的アプローチ
 必要なこと 

提供価値に対して、強みとなる技術や技術検証ができて
いない⾜りない要素を

Sun*が補完



新規事業創造における悩み
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新規事業の悩みを整理して、次のステップに進める

新規事業創造におけるSun*ビジネスデザイナーの⽀援

9

新規事業企画に関する知⾒を有するビジネスデザイナーが、クライアントの悩みに応じて、事業アイディアの創出から検証まで、事業の不確実性を下げながら伴⾛します。

このような課題を持つ企業に特におすすめです

事業アイディアはあるが、
事業性の上げ⽅がわからない

新規事業の社内ビジコンを
実施しているが、通過後の

推進⽅法に課題がある 

新規事業の創出を
求められているが、

アイディアの出し⽅がわからない 

1 2 3
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新規事業創造におけるSun*ビジネスデザイナーの⽀援
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事業構想の悩み
● 経営企画部として会社全体の⻑期的な事業構想計画を担っているが、

⾃社が参⼊して可能性がありそうな業界をどのようにして探していくと良いかがわからない。

⾃社アセットを活⽤した
アイディア創出

● 研究開発部として、すでにある技術を活⽤した新規プロダクトのアイディア創出を求められているが、

普段は顧客ニーズを捉えることをしていないので、

ユーザー中⼼のアイディアをどのように出せばいいかわからない。

既存プロダクトのDX化

● 既存プロダクトは広く顧客に受け⼊れられているが、

今後売上を伸ばしていくためには競合他社とは異なる売り⽅をすべきという認識がある。

● 時代の流れに沿ってデジタルと組み合わせた売り⽅を考えたいが、

開発知識がないので、どのようなものが実現可能で事業性があるのかわからない。

1. 新規事業の創出を求められているが、アイディアの出し⽅がわからない

具体的なお悩みの例
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具体的なお悩みの例
新規事業創造におけるSun*ビジネスデザイナーの⽀援
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⾃社技術の拡張性
● 会社の既存技術も新技術もあり、事業として活⽤するアイディアも考えているが、

技術の有⽤性や価値が顧客に伝えきれておらず、お⾦を出してまで買ってくれるか⾃信がない。

● 事業としてローンチする前に、ある程度売れる確証を得たいが、どのように検証していけばいいのかわからない。

2. 事業アイディアはあるが、事業性の上げ⽅がわからない

未経験業界への参⼊

● 新規事業として、これまで⾃社で取り組んだことのない業界チャレンジをしようとしているが、

社内に知⾒をもった⼈材がおらず、ローンチ前の確認が⼗分にできていない可能性がある。

● 社内体制の整備は今後すべきという課題もあるが、事業性を把握してからでないと動けないため、

まずは現状の状態でローンチできるのかアドバイスが欲しい。

ビジコン通過者⽀援

● 社内ビジコンに通過した起案者が事業化に向けて1⼈で推進するのは難しい。

● チームを作るにしても⼈⼿が⾜りず、社内だとやる気の差が出てしまってうまく機能しない。

● 個⼈のWILLを尊重して第三者とチームを組んで推進できる体制が欲しい。

● 起案者に新規事業企画推進の知⾒はないので伴⾛しながらその知⾒を⾝につけるようなプログラムにして欲しい。

3. 新規事業の社内ビジコンを実施しているが、通過後の推進⽅法に課題がある
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課題

Sun*
Business
Design
の
提供価値

新規事業の悩みを整理して、次のステップに進める

新規事業創造におけるSun*ビジネスデザイナーの⽀援

12

新規事業企画に関する知⾒を有するビジネスデザイナーが、クライアントの悩みに応じて、事業アイディアの創出から検証まで、事業の不確実性を下げながら伴⾛します。

事業アイディアはあるが、
事業性の上げ⽅がわからない

新規事業の社内ビジコンを
実施しているが、通過後の

推進⽅法に課題がある

新規事業の創出を
求められているが、

アイディアの出し⽅がわからない 

1 2 3

⽣成AIや各種⽅法論を通じて、アイディア創出
から事業構想まで⽀援できます

課題整理をしながら、
事業性を上げるための検証を伴⾛します

AI*deation Mentor Support PMO Support Business Design VDS Service Design
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事業のアイデアを創出する 事業性を上げる

13

新規事業創造に特化した AIアプリで、 
アイデア発散・評価・具体化をまるごとサポート  

● ChatGPTを活用し 
事業アイデアを数百案以上創出  

● 求める事業領域に合わせて  
AIで高速にアイデア発散  

● Sun*独自のフレームワークを使い

事業機会を具体化・詳細化  

● アイデアリストを  
AIを活用して評価し選定  

● 数多くの案の中から次の事業化に  
有望なアイデアを選定  

● アイデアをValue Design Syntaxの 
形で要素を言語化して検証  

具体化・検証  評価・選定  発散 

https://lp.sun-asterisk.com/hubfs/pdf/Sun*_AI_deation.pdf AI*deation紹介資料 : 

https://lp.sun-asterisk.com/hubfs/pdf/Sun*_AI_deation.pdf
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※「Value Design Syntax（バリューデザイン・シンタックス）は、 Sun*グループの株式会社 NEWhの登録商標です。
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ミクロ 優位性 仕組み 収⽀モデル持続戦略

（確信に繋がるリアルな）
n1顧客

（共感が持てる）
超具体的な課題

（渇望される）
超具体的な価値

競合代替品

（競争優位性のある）
選ばれる理由

（競争優位性のある）
選ばれ続ける理由

活動/機能/仕組み

⾃社リソース

パートナーリソース

チャネル/提供⼿段

⽀払い対象となる
価値/⾏動

収益源/
収益モデル

コスト

蓄積されるもの

成⻑/強化するもの

の抱える

により

がほしい

に対して

と

で持続的な優位性を作る

が鍵を握るが、

と

により実現可能である

を通じて、伝え、届ける

に対しての

が収⼊であり

が主⽀出となる

が蓄積し

が深まる、強まるため、
事業の持続性を⾒込む

競合となる その為に 顧客が感じる事業継続により

マクロ

コンセプト（主語は顧客） 戦略（主語は事業） 収益（主語は⾃社）

（⼗分な市場性(TAM)の）
ユーザーセグメント

（共感を持てる）
最⼤公約数な課題

（渇望される）
最⼤公約数的な価値

の抱える

を解決するための

がほしい

（実現性のある）
⼿法

により

単⽉黒字∕損益分岐点の時
期とそれまでの資⾦繰り

の算段がついている

を解決するための

事業性検証に⽤いるVALUE DESIGN SYNTAX※（VDS）
事業のアイデアを創出する 事業性を上げる
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代表的なフレームワークは、
各要素を個別視点で考えてしまいがち

参照 https://media.bizmake.jp/category/method/

各構成要素は連動しており、整合性を持つことが必須

＜

持続的に

成⽴する

ビジネスモデルの整合性

市場‧競合戦略

還元 強化

仕組み 提供価値 顧客課題

収益モデル 蓄積

⽀出 収⼊

⼀般的なフレームワークとVDSの違い
事業のアイデアを創出する 事業性を上げる
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VDSを⽤いたプロジェクト進⾏

16

VDS作成

PoC, PoBフェーズへ

検証スケジュール作成 検証実⾏

スケジュールに沿って
各種タスクを実⾏します。

論点整理を⾏った上で検証する内容に基づいた
プロジェクトのスケジュールを作成します。
これにより、プロジェクト進⾏の解像度が⾼まり、
Sun*の体制も最適化される想定です。

企画の⽬的と背景、これまでに⾏った
調査内容の確認をさせていただきま
す。この時点でVDSに沿って論点整理
をします。

Process

VDS作成 検証スケジュール作成

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる
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VDSを⽤いた主な検証内容

事業規模推定

業界分析

市場動向分析

フェルミ推定

定量調査計画

定量調査計画

顧客数概算

優位性判断 仕組み・持続戦略

競合マッピング

ポジショニングマップ

競合調査

戦略キャンバス

ベンチマーキング

製品比較マトリックス

システム構成図

業務フロー図

外部委託計画

サービスイメージ

重点KPI選定

顧客獲得計画

ビジネスモデル図

事業ロードマップ

中長期サービス改定方針

収益構造

損益分岐点

組織設立計画

市場調査

アイディアリスト

定性調査計画・実行

ユーザーインタビュー

コンセプト作成

レポーティング

コンセプト検証

顧客理解

ユーザー調査 定性調査計画‧実⾏

アイディアリスト コンセプト作成

ユーザーインタビュー レポーティング

事業規模推定

市場調査 定量調査計画

市場規模推定 顧客購買予測

フェルミ推定 顧客数概算

戦略検証

優位性判断

競合マッピング 戦略キャンバス

ポジショニングマップ ベンチマーキング

競合調査 製品⽐較マトリックス

仕組み‧持続戦略

戦略キャンバス 重点KPI選定

システム構成図 顧客獲得計画

業務フロー図 外部委託計画

収益性判断顧客理解

収益検証

収益性判断

収⽀シミュレーション

事業ロードマップ

ビジネスモデル図

収益構造

損益分岐点

組織設⽴計画

※検証内容は⼀例です

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる

17
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ユーザー調査 定性調査計画‧実⾏

ユーザーインタビュー

コンセプト作成アイディアリスト

レポーティング

VDSを⽤いた検証内容：コンセプト検証（１）

18

市場調査

市場理解を深める

業界のトレンド、顧客ニーズ、市場

の動向を調査し、新規事業の機会

を特定します。情報収集には既存の

研究や調査データの解析が含まれ

ます。

アイディアリスト

具体的なアイディア
（⼿法）を⽣み出す

新規事業のアイデアをAIによりリ
ストアップし、それぞれのアイデ
アの可能性や⾰新性を評価しま
す。

※検証内容は⼀例です

ユーザー調査

ユーザーニーズを理解する

直接的な顧客インタビューやアン
ケートを通じてユーザーの要求や
問題点を把握し、製品やサービス
の改善点を特定します。

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる

顧客理解
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VDSを⽤いた検証内容：コンセプト検証（２）

19

市場調査 定量調査計画

市場規模推定 顧客購買予測

フェルミ推定 顧客数概算

※検証内容は⼀例です

市場規模推定

ビジネス潜在性を評価する

対象市場の現在及び将来の市場規
模を定量的に推定し、事業の収益
潜在⼒を評価します。統計的⼿法
や市場データを基に計算します。

市場調査

市場理解を深める

業界のトレンド、顧客ニーズ、市
場の動向を調査し、新規事業の機
会を特定します。情報収集には既
存の研究や調査データの解析が含
まれます。

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる

事業規模推定
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ポジショニングマップ

マーケティング戦略を
設計する

製品やサービスを市場内での相対
的な位置付けを⽰すマップを作成
し、ターゲット顧客の選定やマー
ケティング戦略の策定に利⽤しま
す。

競合マッピング

競争環境を理解する

主要な競合企業を同定し、それぞ
れの製品、市場戦略、強みと弱み
を分析してマッピングします。競
争優位を得るための情報を提供し
ます。

競合マッピング 戦略キャンバス

ポジショニングマップ ベンチマーキング

競合調査 製品⽐較マトリックス

VDSを⽤いた検証内容：戦略検証（１）

20

優位性判断

※検証内容は⼀例です

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる
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システム構成図

システム要件を整理する

提供するサービスや製品のシステ
ム全体の構成を図⽰し、技術的な
要件や機能的な依存関係を明確に
します。

戦略キャンバス 重点KPI選定

システム構成図 顧客獲得計画

業務フロー図 外部委託計画

VDSを⽤いた検証内容：戦略検証（２）

21

戦略キャンバス

戦略策定の基盤を作る

競合との差別化を視覚的に把握す
るために、重要な競争要素をプ
ロットし、⾃社のポジションを明
確にします。

仕組み‧持続戦略

※検証内容は⼀例です

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる
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事業ロードマップ

⽬標達成に向けた具体的な
計画を⽴てる

⽬標達成のために必要なステップ
を、より具体的で実⾏可能なアク
ションにして計画します。

収⽀シミュレーション

事業計画を評価する

事業の収益性を予測するために、
収⼊と⽀出をシミュレーション
し、収⽀のバランスを検証しま
す。

収⽀シミュレーション 収益構造

事業ロードマップ 損益分岐点

ビジネスモデル図 組織設⽴計画

VDSを⽤いた検証内容：収益検証

22

収益性判断

事業のアイデアを創出する 事業性を上げる

※検証内容は⼀例です
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BTCが連携して事業を次のフェーズにつなげる

事業開発におけるSun*のアプローチ

23

事業フェーズ Acceleration

1

アイデアをカタチにする

Growth

100

事業を1から100まで育てる

Incubation

0.1

事業アイデアを育てる

Business

Tech

Creative

Business Ideation

アイディエーション
プログラム

1st Product
Development

デジタルプロダクト
開発⽀援

Service Design

ビジネスデザイン

フィジビリティスタディ

コンセプトデザイン

MVP Development

事業推進⽀援

R&Dプログラム
MVP開発⽀援

プロトタイプ
デザインスプリント

Business Growth
Support

ビジネス‧リデザイン

グロース開発⽀援
インフラ導⼊⽀援

UIUX改善‧リデザイン

Ideation

0

0からの事業創造

PMO⽀援

UIUX⽀援

ビジネス視点ではじまった⽀援でも、変化の激しい事業状況に対してTech、Creativeと連携しながら
事業のフェーズにあわせて最適な体制で事業推進を共に進めます。



Sun* Business Designerの
支援内容・強み
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Sun* Business Designerの⽀援

25

⽀援内容

Mentor Support

● 検証実⾏は社内で実施可能のため、課題抽出や論点整理
を⼀緒に⾏ってほしい。

● 社員が新規事業企画を⾃⾛できるようにしたいので、能
⼒的に⾜りないところを補完してほしい。

● PdMの補佐として、プロジェクト進⾏にあたる全体ス
ケジュール管理も⼀緒に⾏ってほしい。

● 開発が進⾏した場合の社内体制が未整備なので、課題
抽出しながら⼀緒にプロダクト開発をしてほしい。

クライアントの与件

● 週次定例1-2h程度
● 検証スケジュールの確認
● 検証に対するディスカッション
● 次回までのアクション提⽰
● 事務局隔週定例30min-1h程度

PMO Support

● 週次定例①1-2時間程度
● 週次定例②2-3時間程度
（現状把握のため、先⽅内各部署定例の参加）
● 社内体制に関するディスカッション
● その他主要課題に関するディスカッション
● 課題解決のためのアクション提⽰
● スケジュール策定と進⾏補佐

Lead Business Designer：1名 想定体制 Lead Business Designer：1名 

 Sun*
メンバー

×1＋貴社
Project

定例の内容‧頻度
そこで話すこと
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Sun* Business Designerの⽀援

26

⽀援内容

Business Design（Biz）

● 社内の体制が不⼗分なため、プロジェクトの事業性検討
のためのチームを作りたい。

● 市場調査やレポーティング、ユーザー調査も⽀援してほ
しい。

● 顧客理解を深めてサービスコンセプトの策定や磨き上
げをしたい。

● 社内稟議のためにアイディアの可視化や資料作成の⽀
援もしてほしい。

クライアントの与件

● 週次定例1-2時間程度
● 検証スケジュールの確認
● 検証結果の共有
● 検証に対するディスカッション
● 検証実⾏内容の確認
● 次回までのアクション提⽰
● 事務局隔週定例30min-1h程度

定例の内容‧頻度
そこで話すこと

VDS Service Design

● 週次定例①1時間程度（Biz）
● 週次定例②1時間程度（Design）
● 検証スケジュールの確認
● 検証結果の共有
● 検証に対するディスカッション
● 検証実⾏内容の確認
● 次回までのアクション提⽰
● 事務局隔週定例30min-1h程度

想定体制

 Sun*
メンバー

＋貴社
Project

Lead Business Designer：1名 
Business Designer：1-2名

Lead Business Designer：1名 
Business Designer：1-2名
Lead Designer：1名
Designer：1名
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ワークショップ
Sun* Business Designerの⽀援

27

Lite
VDS作成

所要時間: 5時間
800,000円(税抜)〜
リードビジネスデザイナー
1⼈あたり３アイディアまで

事前準備

● 事業アイディア

実施内容

● 新規事業の講義
● VDSの作成

✔ まだ具体的なアイディアにはなっ
ていないが、何を考えるべきなのか
整理したい

Standard
VDS具体化

所要時間: 5時間＋事務局Mtg
1,500,000円(税抜)〜
リードビジネスデザイナー
1⼈あたり２アイディアまで

事前準備

● 新規事業の講義（動画視聴）
● 事業アイディアのVDS作成
● 簡易的な市場調査
● 調査内容の共有

実施内容

● VDS各項⽬のディスカッション
● 論点出し
● アイディア出しのためのHMW

✔ アイディアはあり、市場調査もで
きているが、ビジネスとして問題な
いか第3者も含めて議論したい

Special
VDS評価

所要時間: 7時間
2,000,000円(税抜)〜
リードビジネスデザイナー
1⼈あたり２アイディアまで

事前準備

● 新規事業の講義（動画視聴）
● 事業アイディアのVDS作成
● 簡易的な市場調査
● 調査内容の共有

実施内容

● VDS各項⽬のディスカッション
● 論点出し
● アイディア評価

✔ アイディアが具体化できている
が、今後進⾏するアイディアを絞り
たいので同じ指標で評価したい

Premium
VDS講習

実施内容

● 新規事業の講義
● VDSへの落とし込み
● コンセプト‧戦略‧収益の中でも

研修で注⼒したいポイントに沿っ
て各社カスタマイズし、講習を実
施

● 各回、宿題有り

事前準備

● 事業アイディア

✔ 社内に新規事業の知⾒を持つ⼈材
がおらず、今後新規事業に取り組み
メンバーに向けて講義をしてほしい

所要時間: 5時間×5回
価格は参加⼈数によって変動
ビジネスデザイナー、デザイナー
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Sun*Business Designerならではの強み
About Sun* Business Designer

28

具体的な課題解決や業務解決といった「正解のある」世界と、新規事業の「決まりきった解のない」世界では求められることも異なってきます。
そんな新規事業で成果を挙げるためのアジャイルなアプローチ、ユーザー⽬線での価値創出能⼒、そして多様なバックグラウンドをビジネスデザイナーは有しています。

計画を⽴てるだけでなく、
実際に試しながらアジャイルに進める

綿密な計画‧分析だけでは上⼿く⾏かないのが新
規事業。考えた内容をプロトタイプ検証などで実
際に試しながら、あるべき事業の姿を柔軟に探り
ます。

スタンス
マクロ的な分析だけではなく、

ユーザー⽬線での価値を創り出せる

市場環境や経営資源といった観点でのマクロ的な
机上の分析だけでなく、⽬の前の顧客が抱えてい
る課題を捉え、実際の顧客に届ける価値や体験ま
で合わせて考えることができます。

スキル

新規事業に関する経験という共通点は持ちながら
も、⼤企業、スタートアップ、コンサルなど、
様々な背景を持った⼈間が集まっており、その
時々のイシューに合わせた⽀援ができます。

バックグラウンド
「新規事業」をキーワードに、
多様なバックグラウンドを持つ

⼈材が集まっている
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About Sun* Business Designer

29

Sun*Business Designerのバックグラウンド

経営コンサルティング
未来ビジョン‧新規事業‧DX戦略

コンサルティング
事業戦略‧技術経営戦略‧新規事業

ITコンサルティング
事業戦略‧顧客体験構想‧組織再編

ワークスペース事業
取締役

地⽅創⽣事業
飲⾷店⽴ち上げ‧運営

⼈材派遣
社内新規事業事務局‧事業化⽀援

グループ経営管理事業
新規事業PM‧マーケター

教育系ベンチャー
CEO

メガベンチャー
新規事業開発‧事業推進

ECサービス
事業責任者‧商品企画‧マーケター

通信インフラ
事業戦略‧社内起案プログラム事務局

通信サービス業
新規事業開発‧事業企画‧事業戦略

電⼦決済サービス
事業企画‧事業開発

アプリ開発ベンダー
PM‧プロダクト開発

ポイント事業会社
CRM‧サービス企画‧開発

広告代理店
制作ディレクター

⼤⼿メディア
デジタルマーケティング戦略

⼩売
執⾏役員‧新規事業企画‧経営企画

メーカー
商品企画開発‧マーケティング

事業会社
新規事業開発‧アライアンス提携
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異能の掛け算（書籍紹介）
About Sun* Business Designer
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異能の掛け算
新規事業のサイエンス

著者 井上⼀鷹
監修者 株式会社Sun Asterisk

発⾏年⽉ 2022年10⽉発売

天才不要。要、異能のチーム。

“異能の掛け算“こそが、新規事業に必要な科学である。

新規事業⼀筋15年の井上が、500ケース以上で研究した成功の再
現性を限りなく上げる「チーム論」と「⽅法論」の戦略的に融
合した書籍が登場。

本書で扱っているトピックス

BTCの異能チームで創ること再現性は「チーム論」と「⽅法論」で
⾒出すことができる



ユースケース
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①新規事業構想を可視化し、有効な戦略のもとで社内の資源を分配したい
ユースケース

32

体
制

新規事業によって⽣み出すべき5年後の売上⽬標が定まっているが、売上達成
の⽬処は⽴っていない。他社の活動がすでに活発化している領域に対して参⼊
を予定しているが、戦略的に取り組まなければ参⼊が難しい。また、社内の各
部署で複数の新規事業テーマを検討している⼀⽅で、知識やデータの共有/蓄
積はされず、共創の可能性を狭めてしまっている。 そこで、新規事業の意義と
その戦略を可視化し、事業構想を明確にした上で、有効な資源配分ができるよ
うにしたい。 

背景‧⽬的

● テーマごとに必要な事業機会を探索し、付加価値の⾼さと競争優位の実現性から重
要度を⾒分けロードマップを描いた。

● 事業ごとのつながりが可視化されることで戦略的なアイディア創出が可能になっ
た。

● 売上⽬標を達成することができる事業案と、その中でも初⼿に取り組むべき事業案
が選定され、ネクストアクションが明確になった。 

結果

取り組んだ内容

事業機会案出し 事業策定 ロードマップ化 

● 市場‧トレンド‧ベンチマーク調査
● SWOT整理
● AI*deation
○ アイディア⽣成プロンプト作成
○ アイディア発散

● 選定アイディアのVDS化
● 選定アイディアコンセプトの磨き上げ
● 収⽀計算

● ロードマップ作成
● 画⾯イメージ作成

  (初⼿に取り組みたい案について)

Business Designer 4名

Designer 1名  

 4~5ヶ⽉⽬1~3ヶ⽉⽬

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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②海外事例から新規事業をスピード感持って探索、実装したい
ユースケース

33

新規事業創造部は新たな収益の柱を⽣み出すというミッションを持っていた
が、メンバーの多くが既存業務と兼任しており、⼗分なリソースが張ることが
できていなかった。さらに、新規事業企画ノウハウの不⾜によって、具体的な
事業検討やPoCのフェーズに進められるアイディアの創出ができていなかっ
た。これらの課題を解決するため、「海外で成功している事例を⾃社に持って
くる」というタイムマシン経営の⼿法を採⽤し、海外成功事例のソーシングと
⾃社での再現性検証を⽉次サイクルで回すことで、スピード感と実現可能性の
⾼い新規事業企画を⽬指した。

背景‧⽬的

取り組んだ内容

3ヶ⽉⽬2ヶ⽉⽬1ヶ⽉⽬

現状理解 事業化検討

● 強み‧機会の洗い出し
● 強み‧機会の深掘り

結果

● 海外事例の調査
● 追加調査事例の選定
● 詳細調査、VDS化
● 継続検討の判断

ソーシング（Sprint 1） ソーシング（Sprint ３）

Business Designer 1名 体制

● 3ヶ⽉で検討すべき新規事業アイディアを複数持つことができた

● ソーシングから得られた事例のPoCの⽀援を通して事業検討の進め⽅のイ
メージを持つことができた

● 新規事業企画のメンバーが再現性の判断含めタイムマシン経営の⼿法を体
得することができた 

ソーシング（Sprint 2）

● 論点の洗い出し
● コンセプト検証(簡易PoC)

継続検討アイディアあり

継続検討アイディアなし

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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③事業アイディア成⽴に必要な論点を網羅的に検討‧検証したい
ユースケース

34

モノ売りからコト売りへとビジネスを転換するための、初の新規事業を企画し
ており、業務提携先も決まっている。
⼀⽅で、サービス開発には不慣れで、事業実現に向けて検討‧検証が⼗分であ
るか⾃信がない状態であった。
短期間でビジネスモデル全般を検討‧検証し、提携先との交渉を前に進め、新
規事業として世の中にいち早くリリースしたい。

背景‧⽬的

● 必ず買ってくれるであろうN1顧客の特定ができ、新規事業としての確信が得られた。

●アライアンス戦略が構築でき、業務提携先との交渉が前に進み始めた。

●1ヶ⽉ごとに論点全体の検討ステータスをチェックし、論点を絞って仮説構築と検証の
⾼速サイクルを実施することで、素早くピボットしながら短期間で幅広い論点の検証
ができた。

結果

取り組んだ内容

サービスコンセプト
検討‧検証 競争戦略の検討 アライアンス

戦略 収⽀計画 事業計画書
作成

論点整理
初期仮説

‧マクロ市場規模の算出
‧サービス価値の⾔語化
‧インタビューにて顧客需要性
の検証

‧ビジネスモデル図作成
‧戦略キャンバスによる
 競争優位性の⾔語化
‧顧客獲得戦略の検討

‧提携先とのビジネス
スキームの検討/整理
‧提携先との交渉戦略
策定

‧収⽀構造の検討
‧収⽀シミュレーション

Designer 1名 ※サポート  
体
制

Business Designer 3名 

3ヶ⽉⽬2ヶ⽉⽬1ヶ⽉⽬

仮説構築と検証の⾼速サイクルを実施するSprint検証のプロセス 

論点B
検討‧検証

論点A
検討‧検証論点整理 論点A

再検討‧再検証

論点C
検討‧検証

論点B
再検討‧再検証

仮説が検証‧
⽴証できたら

次の検討へ

ピボットが必
要であれば再
検討‧再検証

Sprint 3Sprint 2Sprint 1Day0

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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④速やかな開発を通じて製品化し、現実的な戦略に落とし込みたい
ユースケース

35

外部の戦略コンサルタント会社をパートナーとして、⻑期に渡り新規事業戦略を
描いていたが、不確定要素の多い新規事業に対して莫⼤な初期投資を投下すべき
かという決断を下せない状況に陥っていた。最⼩価値を最⼩の初期投資で製品化
し、事業のブラッシュアップを⾏うことで、現実的な戦略に落とし込みたいと考
え、製品化とその検証を実⾏できるパートナーを探していた。

背景‧⽬的 結果

取り組んだ内容

事業計画の策定 

体
制

● ミニマムのプロトタイプの作成から、想定顧客に対する製品の受容性検証
までを2週間で⾏うことができた。

● 既成のサービスを利⽤した最低限の製品開発仕様によって、イニシャルの
商品開発費⽤を抑えることができた。 

● クラウドファウンディングを利⽤し、製品の需要を可視化した上で、製品
の販売を開始できた。 

11~14ヶ⽉⽬7~10ヶ⽉⽬4~6ヶ⽉⽬1~3ヶ⽉⽬

PoC コンセプト作成 開発計画⽴案‧事業計画再考

● P/L項⽬の精査
○ 収⽀シミュレーションと検証論点の整理
○ 市場理解（競合サービス調査）
○ 市場理解（エキスパートインタビュー）

● プロトタイプの制作（Figma、GPTを活⽤）
● ユーザーテストにて顧客受容性検証（検証端末

を⽤いる）
● エンジニアによる実現可能性評価
● 顧客獲得戦略の検討

● コンセプトメイキング
○ サービス提供価値の⾔語化
○ 競争優位性の⾔語化
○ LP‧広告案制作（クライアント様にて実施）
○ パネル調査によるユーザー受容性検証

● ハードウェア開発計画
○ 量産ロット数別に複数パターン作成

● ソフトウェア開発計画
● 事業計画の策定

○ プライシングの検討
● クラウドファンディング

Business Designer 2名

Designer 2名 

Engineer 1名

Business Designer 1名Business Designer 4名

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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⑤DXアイディアを最適化した上で早急に具現化したい
ユースケース

36

社内の情報連携や、顧客とのコミュニケーションにアナログな部分が多く存在し
ており、それをDXによって解決することを検討していた。またDX化の為に、社
内の各部署や顧客からの意⾒を収集し、実現可能で具体的なアイディアに落とし
込みたいと考えていた。そこで社内で収集したアイディアを実現させるため、ビ
ジネス‧デザイン‧エンジニアリングの３つの観点で最終的に⽬指す姿までの
DXロードマップを策定したいと考えSun*に相談した。

背景‧⽬的 結果

取り組んだ内容

● ヒアリングを通じて社内に埋もれていたアイディアを精緻化し整理をするこ
とで、関わった各ステークホルダーの合意形成を図り、顧客、営業部‧事
業部をつなぐDXプラットフォームのロードマップが作成できた。  

● 作成したロードマップに基づき要件定義を⾏うことで、次フェーズ以降の
検討における必要な要点を明確にし、DX化の為の取り組みの具体アクショ
ンを取っていくことができるようになった。

ロードマップ作成 要件定義 事業性の検証

体
制

 4~8ヶ⽉⽬1~3ヶ⽉⽬

● DXアイディアの前後関係の整理
○ 必要なデータ整理

● 業務理解のためのインタビュー
● 旧新両⽅の業務フローの作成
● 現状調査
● 期待効果の算出

● 機能⼀覧‧⾮機能⼀覧の作成
● 画⾯遷移図の作成
● 画⾯イメージの作成
● 既存システムとの情報連携の検討
● システム開発の概算⾒積もり

● 効果試算

Business Designer 3名 

Designer 5名 Designer 3名

Engineer 1名

Business Designer 5名 

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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⑥新規事業コンテストで採⽤された事業アイディアを具現化するチームを作りたい
ユースケース

37

Project Manager 2名

社内の新規事業コンテストで事業化の承認が得られたため、すぐにでもプロダ
クトを具現化したいが、事業案に対して稼働できるのは起案者1名のみであ
り、社内で⼗分な体制を作ることができない。
起案を伴⾛してくれたパートナー会社は起案に特化しているため、具体的なプ
ロダクト開発の伴⾛者が別で必要である。事業化に向けた検証はコンテスト通
過段階では不⼗分な点もあるため、論点を整理した上で検討‧検証を⾏い、半
年後にはEC販売を始められるようにしたい。

背景‧⽬的

取り組んだ内容

結果

体
制

● プロトタイプを作成することでサービスイメージが明確になり、
最終審査で審査員からの評価を得ることができた。

● デザイナーとエンジニアを含めたチームで実装機能のアイディア出しを⾏う
ことで、実装可否をすぐに判断することができた。

● ビジコン通過後、5ヶ⽉という短期間でEC販売を開始できた。

● 既存流通の⾒直しを⾏い、物流網を簡素化できた。

8ヶ⽉⽬7ヶ⽉⽬6ヶ⽉⽬5ヶ⽉⽬4ヶ⽉⽬1~3ヶ⽉⽬

ビジコン通過⽀援 サービス検証 Shopifyサイト構築 ECサイトリリース後対応

● アイディエーション
● 検証設計
● ユーザー検証①
● ターゲット設定‧ペルソナ作成
● ユーザーヒアリング
● WF作成
● 最終審査資料作成

● 検証設計
● ユーザー検証②
● デザインプロトタイプ作成
● 必要機能洗い出し＆優先度付
● 実装デザイン作成

● EC機能実装
● オリジナル機能の開発
● 法務情報整理‧FAQ作成
● 物流調整
● 業務フロー作成
● キービジュアル‧ロゴ作成

● 保守運⽤
● マーケティング計画
● サービス認知施策
● キャラクターデザイン
● 販促物デザイン

Business Designer 1名 

Designer 1名 Designer 2名 Designer 1名

Project Manager 2名, Engineer 3名 Project Manager 1名, Engineer 2名

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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⑦既存事業の開発体制を改善し、事業性を⾼めると共に今後の事業戦略を具体化したい
ユースケース

38

既存システムが複数のシステム、ベンダーに分かれており効率的且つ継続的な
機能改善ができない。また、ベンダーコントロールのコストも⾼く、ビジネス
と開発側の意思疎通に課題を抱えている。効率的なシステム構成、開発体制を
実現し、既存システムを応⽤した新しい事業領域の開拓、事業戦略の具体化を
していきたい。

背景‧⽬的

取り組んだ内容

7~9ヶ⽉⽬4~6ヶ⽉⽬1~3ヶ⽉⽬

結果

● 複数のシステムを統合し効率的な機能アップデートができるようになった。

● 要件定義〜開発を1社で担うことでシステム間や組織間の連携が容易になった。

● BTC三位⼀体の体制で本質的な事業開発ができるようになった。

サービスデザイン 要件定義‧デザイン 実装 

● ユーザー検証の設計、実施 
● ユーザー価値の定義 
● プロダクトロードマップ作成 
● マネタイズモデル検討 
● PLシミュレーション 
● 競合調査 

● AI研究開発
● システム要件定義
● デザイン
● 設計
● 実装

AI研究開発 

PMO⽀援 

中⻑期事業戦略⽴案 

AI*deation 

● 新事業領域の検討
● サービスコンセプト作成
● 投資家向けのプレゼン資料作成

Designer 4名

BrSE 5名, Engineer 約40名 

Project Manager 3名 Project Manager 7名

Business Designer 3名 

体
制

Business Designer 5名 

AI*deation Mentor Support PMO SupportBusiness Design VDS Service Design
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Our Works

40

サービスデザイン

変化し続ける社会や⼈々の価値観に対応する新たな価値提供⼿段を模索しているJT社は、その⼀環としてデジタルでも企
業パーパスである「⼼の豊かさ」を価値提供できる新サービスとプラットプラットフォーム「Momentia」を企画構想し
ました。そのコンテンツとして⼼の豊かさの体験につながる３つのアプリを検討。このうちSun*でセルフケアアプリ
beSelf (ビーセルフ)とデジタルデトックスアプリOffly (オフリー)のサービスデザイン、UI/UXを⽀援。beSelfについては開
発実装、リリース後の継続的改善をBTCの専属チームで伴⾛しています。

エンタープライズ

DX推進、新規事業開発⽀援事例：JT（⽇本たばこ産業株式会社）

⼼の豊かさの実現を⽬指す新デジタルプラットフォーム『Momentia』の新サービス

セルフケアをサポートする新しい
マインドフルネス実践アプリbeSelf

⼩売

サービスコンセプトの設計から開発までの全ての⼯程をサポート。サービスごとにターゲットユーザー、ペルソナ、ユー
ザージャーニーを作成し、⽅向性を明確にしたうえでプロトタイプ開発と実証実験を実施。複数回ユーザー調査を⾏い、市
場のポジションニング（ビジネス）、価値の創出（クリエイティブ）、価値を実現するための機能実装（テック）の３つの
視点でサービスの完成度を⾼めていった。

SOLUTION 課題に対するSun*の対応

短期でスピーディーに事業を⽴ち上げていくために専⽤の部署を⽴ち上げたが、新規事業のサービスデザインや開発のリ
ソースが⾜りなかった。後発で競争の激しい市場に参⼊することや、⾃社に知⾒のないマーケットに参⼊する中で、どのよ
うなサービスを作るべきか、また具体的なユーザーセグメントをどう設定するべきかが明確ではなかったため、ユーザーリ
サーチに基づいた戦略、そして実⾏の両⾯で伴⾛できるパートナーを必要としていた。 

ISSUE クライアントの課題
クライアントの声
『サービスリリースに向け
て品質担保をしながらスケ
ジュールを遵守していただ
けたのがとてもよかった。
サービスコンセプトからデ
ザイン、開発まで⼀気通貫
で対応していただきつつ、
アプリ開発もカメラを使っ
た⼼拍測定など特殊な機能
についても期間内にしっか
りと商⽤化できる品質で対
応いただけたのがよかった
です。 』

UI/UXデザイン 要件定義 基本設計 開発実装
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Our Works

41

サービスデザイン

福岡地所は、「福岡をおもしろく」というスローガンのもと、福岡をより魅⼒あふれる都市にすることを⽬指す不動産企
業です。外部環境の急激な変化に対応すべく、事業創造部を創設。既存の事業枠組みにとらわれない新たな視点での事業
創出に取り組まれる中で、Sun*にアイデア創出のご相談をいただきました。ビジネスデザイナー4⼈でチームを組み、1ヶ
⽉で1000案以上のアイデアを出⼒。 Sun*独⾃のビジネス創出フレームワークに落とし込み、価値ある案を磨き出すこと
に成功。

エンタープライズ

DX推進、新規事業開発⽀援事例：福岡地所株式会社

⽣成AIとSun*独⾃のフレームワークを活⽤したアイデア創出⽀援

ChatGPTと共創する新規事業
AIと⼈間の協働によるビジネス創出

不動産

⽣成AIを活⽤してより実現性の⾼い案を出すために「⾃社の強み」「市場のトレンド」「類似企業のリサーチ」などを制約
条件として⽤いてアイデアを発散。その中で価値がありそうなアイデアを選び議論し、Value Design Syntax（ビジネスアイ
デアの全体像や弱点を明確にし、対応すべき問題を定義するフレームワーク）を多数作成。そこから検討する価値のある事
業アイデアを厳選して選出。

SOLUTION 課題に対するSun*の対応

これまでにも数々の事業アイデアを考案してきたが、「もっと他にもあるのではないか」という思いを拭えなかった。様々
な⾓度から網羅性のあるアイデアを出し切り、客観的な視点で検証することが必要と感じていた。そのためには新規事業創
出において、知⾒と実績のあるパートナーとの共創が不可⽋と感じていた。

ISSUE クライアントの課題

福岡地所、福岡の
強みを元に事業案を
ChatGPTで発散し、
VDS(Value Design 
Syntax)化

マーケットトレンド
からメンバーが選ん
だものをもとに事業
案をChatGPTで発散
し、VDS化

類似企業の新規事業
リサーチをもとに事
業案をChatGPTで発
散し、VDS化

各VDSの有望度を
チェックしメンバー
の注⼒するプロジェ
クトを決定

Sprint 1
発散+収束

Sprint 2
発散+収束

Sprint 3
発散+収束

Sprint 4
厳選

自社の強み  マーケットトレンド  類似企業のリサーチ 

プロジェクトのタイムライン

発散したアイデアをもとにValue Design Syntaxに書き起こした例

3つの発想の制約条件
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少⼦⾼齢化とともに深刻化する国⺠医療費。次世代に向けて8年連続で40兆円を超える医療費をいかに抑えるかが社会全
体の課題となっています。1946年設⽴、創業77年の歴史を持つ株式会社保健同⼈フロンティアは、家庭の医学の出版をは
じめ、⽇本初となる⼈間ドックの創案等、医療‧健康に関する数々のソリューションを創出してきた会社。創業者の「患
者のために、疾病を科学する」という気概と先進性のDNAを引き継ぎ、未病‧予防分野で医療費の適正化にチャレンジを
する同社のDXと新規事業開発、DX推進のための組織づくりをSun*で⽀援しています。

DX推進、新規事業開発⽀援事例：株式会社保健同⼈フロンティア

新デジタルプラットフォーム「みんなの家庭の医学」をはじめとしたDX⽀援

新デジタルプラットフォームで
増⼤する医療費の社会課題に挑む

初期段階からBizデザイナー、UXデザイナーをアサインし、顧客インサイトを再定義。定量‧定性リサーチも踏まえ、事業構
想‧新サービスを企画から⽀援。新サービスの⾻⼦を検討しつつ、開発メンバーも段階的に参画し、複数サービスの開発を
実施。事業のDX化に伴い不可⽋となってくる組織‧⼈材の再構成や採⽤⽀援、営業戦略といったDXを推進させるための組織
づくりも⽀援。

SOLUTION 課題に対するSun*の対応

社会的なデジタルシフト、ユーザーが個別最適なサービスをタイムリーに求めるといった変化に伴い、新たな収益の柱を確
⽴することを経営課題として捉え、事業ポートフォリオの整理と並⾏しながら、既存事業のDX‧新規サービスの開発を意思
決定。しかし社内には新サービスの⽴ち上げ経験者が不⾜。中期経営計画を具体的に実⾏していくために知⾒と実⾏⼒を持
つパートナーが必要。

ISSUE クライアントの課題

Sun*で支援したもの

保健同人フロンティアが目指すヘルスケアのDXと医療費の削減 

要件定義UI/UXデザイン 採用支援基本設計 開発実装サービスデザイン   営業戦略  エンタープライズ   ヘルスケア 

DXを推進させる組織作りコア事業のDX
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サッポロホールディングスが始動する
共創プラットフォーム「DX イノベーション★ラボ」の
パートナー企業として参画
サッポロホールディングスは、グループのDX⽅針（注1）にもとづき、あらゆるステークホルダーと共に成⻑し続け、お客様
と企業の価値最⼤化を実現すべく取り組みをおこなっています。その⼀環としてDX‧IT⼈財育成プログラム（以下、DXP）を
昨年より運営しており（注2）、グループ全社員への基礎教育の他、現場のDX推進をリーダーとして牽引するDX‧IT基幹⼈財
の育成を進めています。

今回⽴ち上がる「DX イノベーション★ラボ」は、⼈財活躍⽀援によるビジネスモデル変⾰や新規事業創出を⽬的に、⽇本マ
イクロソフトと協働し、昨年から構想‧構築を進めてきたスキームで、社員から⾃発的に起案されるDX企画の検討‧実現を⽀
援する場として本⽇より始動しました。

DX イノベーション★ラボにはサッポログループの社員の他、様々な業界の企業がラボパートナーとして参画し、本⽇開設し
た専⽤のポータルサイト（注3）を通して既存事業における課題、解決に向けた提案、新規事業のタネなどを「DX企画」とし
て共有し合うことが出来ます。企画を通して社内外問わず共創関係を構築し検討‧検証を重ねることで、⼤胆な業務改⾰や新
たな事業モデルの創出につなげる構想です。

Sun*は、ビジネス‧テック‧クリエイティブの三位⼀体での事業開発に強みを持ち、これまで600以上のサービス開発⽀援を
⾏っています。本プロジェクトでは、主に新規事業開発のノウハウ提供と事業開発のプロフェッショナルが伴⾛し、サッポロ
グループの新規事業をサポートしていきます。

（注1）https://www.sapporoholdings.jp/news/dit/?id=8912
（注2）https://www.sapporoholdings.jp/news/dit/?id=9047
（注3）DX イノベーション★ラボ ポータルサイト https://dx-innovation-lab.com/

Our Works

公開事例

https://sun-asterisk.com/news/pressrelease/4040/
https://www.sapporoholdings.jp/news/dit/?id=8912
https://www.sapporoholdings.jp/news/dit/?id=9047
https://dx-innovation-lab.com/
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⼩林製薬は、中⻑期経営戦略として、開発‧⼈材‧⽣産性向上の３つのDX戦略と、2030
年グループ連結売上⾼2,800億円（うち国際事業900億円）に向け、その基盤を作るべく全
社を挙げてDXを推進しています。

ヘルスケア業界において、最も環境の変化があるのはデジタルを活⽤したサービスが急激
に伸びていることです。⼩林製薬でもデジタル技術を活⽤した新規事業開発に注⼒してい
ますが、さらなる成⻑基盤を作るために、⼩林製薬の強みを活かしながらバリューチェー
ンをDXで改⾰し「顧客体験」「従業員体験」の向上を⽬指しています。

Sun*は、ビジネス‧テック‧クリエイティブの三位⼀体での事業開発に強みを持ち、こ
れまで600以上のサービス開発⽀援を⾏っています。また、デジタル領域に特化した⼈材
⽀援を⾏うタレントプラットフォームサービスを掛け合わせることで、⼈材紹介から新規
事業開発まで⼀気通貫したサポートが可能です。Sun*のもつノウハウを両⾯から⽀援する
ことで、⼩林製薬が掲げるDX戦略の中でも、デジタルを中⼼とした新規事業開発、デジ
タル領域での⼈材強化の取り組みを⽀援することで、中⻑期成⻑基盤のさらなる強化に貢
献していきます。

Our Works

公開事例

⼩林製薬のDXパートナーとして協業し、
デジタルトランスフォーメーションの強化を⽀援

https://sun-asterisk.com/news/pressrelease/4177/
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銀行・決済

小売・流通

鉄道・船舶

建設・不動産・住設

自動車・モビリティ

化粧品

医療・ヘルスケア

出版・メディア

消費財

食料・飲料

その他多数

エンターテイメント

教育

通信

保険

Our Works

これまでの⽀援業界



© 2025 Sun* Inc.

Thank you!


